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質
問　

10
月
以
降
、
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
の
保
育
料
は
無
償
化
に

な
っ
た
。
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
は

対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
せ

め
て
副
食
費
分
の
軽
減
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

国
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
副
食
費
に
限
ら
ず
検
討
す
る
。

　

質
問　

病
後
児
保
育
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

10
月
か
ら
看
護
師
２
人

を
募
集
し
て
い
る
。
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
早
期
実
施
を
図
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
継
続
を

　

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
継
続

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

来
年
度
も
継
続
の
見
込

み
。
令
和
３
年
度
以
降
は
防
潮
堤

の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
確

保
を
進
め
、
改
め
て
検
討
す
る
。

　

質
問　

通
学
時
の
事
件
や
親
に

よ
る
虐
待
等
、
市
内
で
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

登
下
校
時
の
事
件
等
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
不
審
者
情

　

答
弁　

被
災
直
後
か
ら
、
復
興

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
変
化
し
て

い
く
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
整
備
し
、
国
県
の
支
援

制
度
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
か
っ

た
部
分
を
独
自
支
援
で
補
完
し
て

き
た
。
迅
速
か
つ
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
全
国
に
も
広
が
っ
た
。

高田保育所

３
歳
未
満
児
も
保
育
料
軽
減
を

　
　

副
食
費
に
限
ら
ず
軽
減
を
検
討
す
る

報
が
数
件
あ
る
。虐
待
は
、教
育
委

員
会
と
し
て
研
修
や
会
議
の
場
で

事
例
等
を
取
り
上
げ
、
教
員
の
意

識
を
高
め
、
未
然
防
止
に
努
め
る
。

住
宅
や
な
り
わ
い
支
援
の
実
績
を

　

質
問　

先
進
的
に
進
め
て
き
た

住
宅
再
建
支
援
の
実
績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

住
ま
い
の
再
建
を
最
優

先
課
題
と
し
、
国
や
県
の
制
度
の

上
乗
せ
や
自
力
再
建
の
宅
地
造

成
、
道
路
・
水
道
等
の
整
備
に
対

す
る
助
成
等
、
市
独
自
の
支
援
制

度
を
創
設
し
て
き
た
。
10
月
時
点

の
受
給
世
帯
が
２
３
２
５
世
帯

と
な
り
、
災
害
公
営
住
宅
入
居

６
４
３
世
帯
と
合
わ
せ
82
・
３
％

が
恒
久
住
宅
を
確
保
し
て
い
る
。

　

質
問　

な
り
わ
い
の
再
建
で
は

営
業
再
開
支
援
や
歌
手
か
ら
の
寄

付
を
も
と
に
し
た
支
援
制
度
等
の

実
績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

歌
手
か
ら
の
支
援
に
よ

る
「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
補
助
金
」、

市
独
自
の
「
被
災
中
小
企
業
事
業

再
開
支
援
補
助
金
」、「
テ
ナ
ン
ト

事
業
者
本
設
店
舗
建
設
補
助
金
」

を
創
設
。
支
給
は
４
８
７
件
、
約

３
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

８
年
の
成
果
は
。

持
続
可
能
な
ま
ち
へ
戦
略
は

　
　

地
域
内
の
経
済
循
環
は
重
要
な
要
素

台風 19 号による増水（矢作町金屋敷）

藤倉 泰治
 （日本共産党）

　

質
問　

持
続
可
能
な
ま
ち
へ
市

内
の
経
済
活
動
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
内
総
生
産
は
約
８
７

４
億
円
、
農
林
漁
業
約
24
億
円
、

得
は
約
２
７
１
万
円
。
本
市
の
平

成
30
年
の
給
与
収
入
額
は
約
２
６

６
億
円
、
年
金
収
入
は
約
87
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
約
44
億
円
、
建
設
業
約

４
４
２
億
円
、
卸
売
・
小
売
業
約

51
億
円
等
で
、
震
災
前
と
比
べ
農

業
21
・
５
％
、
林
業
38
・
７
％
、

建
設
業
５
３
０
・
３
％
増
の
高
い

実
績
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
産
業

及
び
製
造
業
は
約
７
割
程
度
の
回

復
状
況
で
あ
る
。

　

質
問　

主
要
な
経
済
主
体
の
事

業
実
績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

大
船
渡
市
農
協
、
陸
前

高
田
市
森
林
組
合
、
広
田
湾
漁
協

は
、
そ
れ
ぞ
れ
堅
調
な
実
績
。
第

一
次
産
業
の
大
き
な
原
動
力
で
あ

り
、
よ
り
一
層
連
携
を
図
る
。

　

質
問　

経
済
や
消
費
動
向
に
も

関
わ
る
市
民
所
得
、
給
与
、
年
金

収
入
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

平
成
28
年
度
岩
手
県
市

町
村
民
経
済
計
算
に
お
け
る
本
市

の
市
民
所
得
の
配
分
額
は
約
５
２

８
億
円
、
一
人
当
た
り
の
市
民
所

　

質
問　

地
域
内
の
経
済
循
環
な

ど
戦
略
的
な
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
市
な
ら
で
は
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
極
力

地
域
外
に
流
出
さ
せ
ず
に
、
地
域

内
で
の
循
環
は
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
る
。「
陸
前
高
田
し
み
ん

エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
」
は
そ
の
一
環
だ
。

避
難
勧
告
を
明
確
に

　

質
問　

台
風
19
号
の
際
、
避
難

勧
告
と
指
示
に
誤
解
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

レ
ベ
ル
３
で
避
難
の
発

表
。
レ
ベ
ル
４
は
、
ま
ず
避
難
勧

告
、
そ
の
先
に
避
難
指
示
の
２
通

り
あ
り
、
分
か
り
に
く
い
。
指
示

を
待
つ
の
で
は
な
く
勧
告
で
避
難

す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

生
活
保
護
の
利
用
を

　

質
問　

本
市
の
生
活
保
護
の
保

護
率
は
４
・
54
‰
（
パ
ー
ミ
ル
）

と
県
内
で
も
低
く
推
移
し
て
い
る

が
、
受
け
る
べ
き
人
が
受
け
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

生
活
に
困
っ
て
い
る
人

に
は
相
談
に
乗
り
、
生
活
保
護
制

度
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
、
プ

ラ
イ
ド
や
世
間
体
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
入
り
、
自
分
が
ど
の

段
階
ま
で
き
た
ら
申
請
で
き
る
の

か
、
権
利
が
あ
る
の
か
等
、
分
か

ら
な
い
方
々
も
い
る
と
思
う
。
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
考
え
た

い
。

大坪 涼子
 （日本共産党）

　

本
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
「
議
会
と
語
る
会
」

を
11
月
12
日
、
22
日
の
両
日
開
催
し
、
岩
手
県
立
高
田
高
校
の
生
徒

有
志
と
、
一
般
社
団
法
人
陸
前
高
田
市
建
設
業
協
会
役
員
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
高
田
高
校
で
の
開
催
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
度

目
、
建
設
業
協
会
の
方
々
と
は
初
め
て
の
開
催
で
す
。
意
見
や
要
望

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

 

（
一
社
）建
設
業
協
会

○
Ⅰ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
つ
い
て

 

・
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
係
る
市
の
動
き

が
よ
く
見
え
な
い
。
誘
致
実
現
へ

の
地
域
の
機
運
醸
成
の
た
め
に
、

も
っ
と
目
に
見
え
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
具
体
的
に
市
の
果
た
す

役
割
を
示
し
て
ほ
し
い
。

○
復
興
事
業
終
了
後
の
事
業
減
少

に
つ
い
て

 

・
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
や
復

興
祈
念
公
園
等
の
環
境
整
備
（
草

刈
り
な
ど
）
を
建
設
業
協
会
へ
委

託
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
異
業
種
参
入
へ
の
支

援
や
指
定
管
理
者
と
し
て
の
採
用

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

○
災
害
時
の
応
急
復
旧
に
係
る
協

定
に
つ
い
て

 

・
こ
の
ま
ま
事
業
が
衰
退
し
て
店

を
畳
む
会
社
が
増
え
る
と
、
災
害

時
の
協
定
を
締
結
し
て
い
て
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
も
踏
ま
え
、

今
後
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
ほ

し
い
。

○
新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
や
国
道
整

備
に
つ
い
て

 

・
新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
整
備
の
要

望
に
あ
た
っ
て
、
高

規
格
道
路
で
整
備
す

る
こ
と
で
、
一
関
な

ど
も
通
勤
圏
内
に
な

り
、
交
流
人
口
が
拡

大
す
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、

人
や
物
の
往
来
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、
高

規
格
道
路
で
の
整
備

を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

○
三
陸
道
に
つ
い
て

 

・
三
陸
道
は
休
憩
で

き
る
と
こ
ろ
が
少
な

い
。
見
晴
ら
し
の
良

い
と
こ
ろ
に
、
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

た
ら
良
い
の
で
は
な

い
か
。

議
会
と
語
る
会
を
開
催

議
会
と
語
る
会
を
開
催

建設業協会との語る会（本市議会議場）


